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平
成
二
十
二
年
度
の
決
算
が
九
月
三
十
日

の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
平
成
二
十
二
年
度
武
蔵
野
市
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
」
と
「
平
成
二
十
二
年
度
武
蔵

野
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
」
の
二
議
案
は
、
二
十
日
に
設
置
さ
れ
た

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
四
日
間
の

審
査
を
行
い
、
二
十
七
日
の
委
員
会
最
終
日

で
は
質
疑
・
討
論
終
了
後
、
全
会
一
致
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
（
二
・
三
面

に
決
算
特
別
委
員
会
審
査
概
要
を
掲
載
）。

第
三
回
　
市
議
会
定
例
会

　

第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
五
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
十
七
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
平
成
二
十
二
年
度
武
蔵
野

市
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
な
ど
十
五
件
の
市
長
提
出
議
案
、
三
件
の
諮
問
及
び
地
方
消
費
者
行
政
に

対
す
る
国
の
実
効
的
支
援
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
計
二
件
の
議
員
提
出
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
決
算
を
認
定

一
般
会
計
歳
入
は
六
百
十
八
億
円
、�

一
般
会
計
歳
出
は
五
百
九
十
一
億
円

「夕日を飲み込む黒い雲」
撮影：	江頭　明子（武蔵野市）
場所：	自宅のテラスにて撮影（2010年冬）

　去年の秋の終わりごろより、今まであまり見
たことのないたけだけしい黒い雲や、空いっぱ
いに突き上げるような赤い雲が何本も立つ写真
を撮り、地球をとりまく宇宙が変化しているの
ではと、一抹の不安を感じた。
　今年の不意打ちの不幸を思い、やさしい空が
戻ることを願う。

平
和
の
日
条
例
を
可
決

　

九
月
二
十
日
の
本
会
議
で
、「
武
蔵
野
市

平
和
の
日
条
例
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、昭
和
三
十
五
年
に
世
界
連
邦

都
市
宣
言
、昭
和
五
十
七
年
に
非
核
都
市
宣

言
が
議
決
さ
れ
、平
和
へ
の
願
い
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、平
成
十
九
年
度
か
ら
非
核
都
市

宣
言
平
和
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
五
月
に
学
識
経
験
者
や
公
募
市
民
に

よ
る
平
和
施
策
懇
談
会
を
設
置
し
、
あ
ら
た

め
て
今
後
の
本
市
に
お
け
る
平
和
施
策
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
平
和
施
策
懇
談
会
の
提
言
を

踏
ま
え
、
武
蔵
野
市
に
初
空
襲
が
あ
っ
た
十

一
月
二
十
四
日
を
平
和
の
日
に
制
定
し
、
戦

争
犠
牲
者
の
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
平
和
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
争
の
悲
惨
さ

を
語
り
継
ぐ
と
と
も
に
、
広
く
市
民
と
と
も

に
平
和
へ
の
思
い
を
共
有
し
、
次
の
世
代
に

そ
の
尊
さ
を
つ
な
い
で
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

本
条
例
案
は
、
九
月
七
日
の
本
会
議
で
上

程
さ
れ
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。
同
月
九
日
の
委
員
会
で
の
審
査
を
経

て
、
同
月
二
十
日
の
本
会
議
で
は
、
総
務
委

員
長
の
報
告
、
二
名
の
賛
成
討
論
が
行
わ
れ

た
後
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

Photo 
Galleryフォトギャラリー

写真募集中 !
写真募集中 !

　

三
十
日
の
本
会
議
で
は
、
両
議
案
に
つ
い

て
、
桑
津
昇
太
郎
決
算
特
別
委
員
長
が
委
員

会
で
の
審
査
経
過
の
報
告
を
行
い
、
各
会
派

の
代
表
七
名
が
、
い
ず
れ
も
賛
成
討
論
を
行

い
ま
し
た
。
討
論
終
了
後
の
採
決
の
結
果
、

両
議
案
は
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
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一般会計歳入決算の内訳及び 歳出決算の目的別内訳

繰越金
32億7838万円 
（5.3%）

諸収入
6億5073万円
（1.1%）

使用料及び手数料
15億7888万円
（2.6%）

財産収入
8億3199万円
（1.4%）

消防費
23億5958万円 
（4.0%）

その他
6億3162万円 
（1.1%）

商工費
4億5510万円 
（0.8%）

その他
12億3049万円 
（1.8%）

公債費
25億7406万円 
（4.3%）

民生費
205億4676万円 
（34.7%）

教育費
92億3725万円
（15.6%）

総務費
111億1977万円 
（18.8%）

土木費
67億3116万円
（11.4%）

衛生費
54億7866万円 
（9.3%）

市税
365億688万円 
（59.1%）

国庫支出金
60億4785万円
（9.8%）

歳 入 歳 出
618億1804万円 591億3396万円

地方消費税交付金
18億2068万円
（3.0%）

市債
27億1520万円
（4.4%）

繰入金
28億6818万円 
（4.6%）

都支出金
42億8878万円 
（6.9%）

人口1人当たり　454,534円
1世帯当たり　869,366円

人口1人当たり　434,799円
1世帯当たり　831,619円

　9 月 20 日の本会議において、委員 10 名からなる決算特別委員会が設置されました。委員会では 21 日から 4 日間にわたり平成 22 年度決
算の審査が行われ、27 日の最終日に全会一致で認定すべきものと決しました。30 日の本会議では、桑津昇太郎決算特別委員長が委員会での
審査過程の報告を行い、討論終了後の採決の結果、全会一致で認定されました。
　平成 22 年度一般会計及び 5 特別会計の歳入決算総額は 877 億 9,900 万円、歳出決算総額は 849 億 900 万円で、28 億 9,000 万円が平成 23
年度へ繰り越されました。また、水道事業会計の収益的収入及び支出（消費税等控除後）は、収入 34 億 6,971 万円、支出 33 億 8,004 万円
で、差し引き 8,967 万円の純利益となりました。
　以下は決算特別委員会における審査の概要です。

審査した特別委員
平成22年度決算審査に当たっ
た特別委員の氏名は、次のと
おり。

◎桑津昇太郎　○深田貴美子
　落合　勝利　　木﨑　　剛
　ひがしまり子　内山さとこ
　小美濃安弘　　近藤　和義
　山本あつし　　橋本しげき

◎印 委員長　 ○印 副委員長

桑津昇太郎	決算特別委員長

　９月 30 日の本会議で決算に対する各会派の賛否の討論が行われました。以下はその要旨です。各会派の
構成は６面に掲載しております。
　決算特別委員会の詳しい内容は、インターネット議会中継（アドレスを５面に掲載）または会議録でご覧い
ただけます。
　会議録は 11 月下旬以降、各市立図書館・コミュニティセンター、市役所の市政資料コーナー、または市
議会ホームページで閲覧できます。
①平成 22 年度武蔵野市決算の認定について　　②平成 22 年度武蔵野市水道事業会計決算の認定について

　３．11 以降、自治体がいろいろな場所で
選択を問われている。どういう道を選ぶにせ

市民の党

庁内の議論の活性化と、 
議会の改革を求める

山本あつし議員

❶❷賛成

　東日本大震災の総括から浮かび上がってき
た課題をしっかり精査し、行政の第一の使

むさしの未来

市民満足度につながる本市の 
将来ビジョンを明確にすることを期待

前田秀樹議員

❶❷賛成

　大企業の法人税の実質減税により、庶民だ
けが増税を強いられる中、市民の暮らしを支

日本共産党武蔵野市議団

市民の暮らしを支えるための 
積極的な負担軽減策を

橋本しげき議員

❶❷賛成

　歳入は、個人市民税の減少、法人市民税、
固定資産税等の増加傾向がある。原因を精査

市議会公明党

税金の使われ方について、 
透明性を高めよ

落合勝利議員

❶❷賛成

　市民税増収のためにも「魅力あるまちづく
り」を推進すべき。交流事業は意義を再確認

市議会市民クラブ

ビジョン・戦略・人材育成 
市長は市政を経営する姿勢を

与座　武議員

❶❷賛成

　歳入では、大きな土地が減免対象の小規模
宅地に細分化されることに伴う資産税の落ち

自由民主クラブ

今後の公共施設の再整備に備えよ

近藤和義議員

❶❷賛成

　各事業の着実な実施と適切な支出のあり
方、中長期的財政見通しを視野に入れ審査に

民主党・無所属クラブ

財政計画の公開と新たな価値観での
自治体の将来像を

内山さとこ議員

❶❷賛成

総

括

本
年
度
決
算
に
つ
い
て

市
長
の
総
括
は

　
　

平
成
二
十
二
年
度
決
算
に
つ
い

て
市
長
は
、
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て

い
る
の
か
。

　
　

第
四
期
長
期
計
画
・
調
整
計
画

の
実
行
に
加
え
て
、
平
成
二
十
一
年

の
十
月
に
市
長
選
挙
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
反
映
さ

せ
た
。
第
三
期
武
蔵
野
市
環
境
基
本

計
画
の
策
定
や
、
市
民
、
議
会
、
職

員
の
三
者
が
力
を
合
わ
せ
て
組
み
立

て
て
い
こ
う
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
第
五
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画

の
策
定
を
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
な
ど

が
成
果
で
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
度
の
財
政
力
指

数
一
・
五
四
七
、
公
債
費
比
率
一
・

八
％
と
、
本
市
の
財
政
は
健
全
で
あ

る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
地
方
債
を
増
や
す
な
ど
積
極

的
な
予
算
を
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

後
年
度
負
担
や
財
源
の
観
点
か

ら
見
て
も
市
債
を
う
ま
く
活
用
し
た

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
財
政
計
画
が
必
要

で
あ
り
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
市

債
を
有
効
に
活
用
し
た
い
。

　
　

本
市
が
、
独
自
方
式
で
作
成
し

て
い
る
財
務
諸
表
を
高
く
評
価
す
る

が
、
総
務
省
方
式
が
推
奨
さ
れ
る
中
、

他
市
の
状
況
と
比
較
が
出
来
な
い
と

い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
見
解
は
。

　
　

総
務
省
改
訂
モ
デ
ル
が
全
体
の

八
十
％
を
占
め
る
理
由
は
、
普
及
を

目
的
に
、
作
り
や
す
く
し
た
た
め
で

あ
る
。
本
市
の
方
が
、
民
間
の
会
計

に
よ
り
近
い
、
実
態
に
合
わ
せ
た
進

ん
だ
方
法
と
考
え
て
い
る
。
他
市
と

の
比
較
を
考
慮
す
る
簡
易
版
の
作
成

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　

公
共
施
設
白
書
は
、
単
な
る

デ
ー
タ
に
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

自
治
体
不
動
産
の
有
効
活
用
に
高
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

今
後
は
公
共
施
設
の
再
配
置
計

画
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
白
書
の
目
的
は
、
今
持
ち
う
る

資
産
の
有
効
活
用
で
あ
る
。

歳

入

市
民
税
徴
収
率
悪
化
の 

理
由
と
対
策
は

　
　

市
税
徴
収
率
の
こ
こ
数
年
来
の

悪
化
に
つ
い
て
理
由
と
そ
の
対
策
は
。

　
　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
徴
収

率
の
低
下
が
続
い
て
い
る
。
市
・
都

民
税
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
収
納
等
、
納

税
し
や
す
い
環
境
を
整
え
徴
収
率
の

向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、
課
の
体
制

を
見
直
し
、
滞
納
繰
越
分
の
少
し
で

も
早
い
滞
納
整
理
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　

三
月
の
大
震
災
以
降
日
本
全
体

で
景
気
が
落
ち
込
ん
で
お
り
税
収
の

低
下
が
見
込
ま
れ
る
が
、
本
市
の
歳

入
で
一
番
影
響
を
受
け
る
の
は
。

　
　

市
民
税
に
つ
い
て
影
響
が
出
る
。

国
庫
補
助
金
、
特
に
社
会
資
本
整
備

交
付
金
も
削
減
の
見
込
み
で
あ
る
。

総
務
費

海
外
青
少
年
交
流
の 

積
極
的
な
取
り
組
み
を

　
　

海
外
青
少
年
交
流
は
、
参
加
人

数
の
拡
大
と
と
も
に
、
参
加
に
つ
な

が
る
仕
組
み
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
の
問

題
に
よ
り
、
限
定
的
な
人
数
だ
が
、

参
加
者
拡
充
は
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　

今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の

た
め
、
集
合
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の

力
も
必
要
で
あ
る
が
、
市
の
対
応
は
。

　
　

今
後
ど
う
対
応
す
べ
き
か
、
福

祉
や
防
災
の
観
点
等
、
検
討
し
た
い
。

　
　

第
五
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画

策
定
に
関
す
る
決
算
が
予
算
の
半
額

だ
が
、
不
用
額
の
内
容
は
何
か
。

　
　

市
民
会
議
の
開
催
か
ら
、
市
民

参
加
で
作
成
す
る
個
別
計
画
を
尊
重

す
る
策
定
方
法
に
変
更
し
た
た
め
で

あ
る
。

　
　

ブ
ル
ー
キ
ャ
ッ
プ
の
活
動
時
間

を
一
時
間
延
長
出
来
な
い
か
。

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
含
め
て
、
町
ぐ
る
み
で
今
後
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

国
勢
調
査
の
回
収
率
が
減
少
し

て
い
る
が
、
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

統
計
全
般
の
周
知
徹
底
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
提
出
の
勧
奨
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
の
設
置
に
よ

り
、
市
民
協
働
サ
ロ
ン
が
役
割
を
再

編
し
た
が
、
総
括
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

今
後
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
は
市
民

活
動
の
推
進
拠
点
、
市
民
協
働
サ
ロ

ン
は
市
役
所
と
の
協
働
の
場
と
い
う

機
能
分
担
を
し
な
が
ら
連
携
し
た
い
。

民
生
費

引
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト

の
事
業
内
容
は

　
　

引
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

相
談
支
援
や
家
族
向
け
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
事

業
を
継
続
し
て
当
事
者
を
は
じ
め
、

家
族
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　

本
市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
一
人

当
た
り
の
担
当
世
帯
数
は
九
十
九
・

五
で
あ
り
、
標
準
担
当
世
帯
数
の
八

十
を
超
え
て
い
る
が
、
見
解
は
。

　
　

今
後
も
推
移
を
見
つ
つ
、
機
動

的
な
配
置
も
含
め
、
必
要
な
人
員
配

置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
余

暇
活
動
を
支
え
る
、
地
域
デ
イ
グ

ル
ー
プ
の
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

利
用
者
第
一
に
デ
イ
グ
ル
ー
プ

の
代
表
者
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

　
　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
へ
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
多
く

な
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　

低
所
得
者
や
非
自
発
的
失
業
者

等
が
増
え
、
本
市
の
み
な
ら
ず
多
く

の
自
治
体
で
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
。

衛
生
費

乳
幼
児
健
診
フ
ォ
ロ
ー

ク
ラ
ス
の
課
題
は

　
　

育
児
学
級
、
幼
児
教
室
を
健
診

フ
ォ
ロ
ー
ク
ラ
ス
に
再
編
し
た
が
、

そ
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　

健
診
後
の
経
過
観
察
に
力
を
入

れ
、
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
ハ
ビ
ッ
ト
と
の
連
携
に
よ
り
、

早
め
に
療
育
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き

た
。
ハ
ビ
ッ
ト
に
つ
な
い
だ
後
の
、

親
の
ケ
ア
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
、
今
後
の
公

共
施
設
へ
の
設
置
計
画
は
。

　
　

小
中
学
校
へ
の
設
置
終
了
後

に
、
そ
の
ほ
か
の
公
共
施
設
へ
の
設

置
を
検
討
し
た
い
。

　
　

子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

を
二
年
に
一
度
の
受
診
に
変
更
し
た

こ
と
の
受
診
者
数
へ
の
影
響
は
。

　
　

子
宮
が
ん
検
診
は
受
診
率
が
上

が
っ
た
が
、
乳
が
ん
検
診
は
下
が
っ

て
お
り
、
市
報
の
特
集
号
で
大
き
く

扱
う
な
ど
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
　

特
に
子
ど
も
の
出
入
り
す
る
と

こ
ろ
は
、
放
射
能
測
定
す
べ
き
で
は
。

　
　

施
設
責
任
者
と
打
ち
合
わ
せ

て
、
測
定
の
必
要
性
を
検
討
し
た
い
。

　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
は
。

　
　

周
辺
住
民
の
理
解
と
協
力
の
上

で
、
基
本
計
画
策
定
委
員
会
、
施
設

周
辺
整
備
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
市

民
参
加
に
よ
り
検
討
を
進
め
て
き
た
。

商
工
費

観
光
推
進
機
構
の 

事
業
の
取
り
組
み
は

　
　

観
光
推
進
機
構
に
つ
い
て
、
案

内
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
戦
略
的
に

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う
べ
き
で

は
。

　
　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
を

通
じ
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

　
　

こ
れ
ま
で
に
三
度
発
行
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
効
果
と
、

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
が
、
地

域
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
今
後
は
ス

タ
ン
プ
事
業
や
商
店
会
へ
の
企
画
提

案
型
補
助
事
業
を
優
先
さ
せ
た
い
。

　
　

市
の
補
助
金
は
い
ま
だ
商
店
会

中
心
だ
が
、
ま
ち
の
活
性
化
の
担
い

手
は
多
様
化
し
て
い
る
の
で
は
。

　
　

商
業
振
興
を
幅
広
く
と
ら
え
る

必
要
性
は
感
じ
て
お
り
、
今
後
支
援

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

吉
祥
寺
の
特
徴
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

多
様
な
文
化
が
集
ま
っ
て
い
る

吉
祥
寺
の
魅
力
を
生
か
し
、
多
様
性

を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
。

土
木
費

駐
輪
場
利
用
者
の
料
金 

負
担
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
　

受
益
者
負
担
率
が
低
い
こ
と
を

理
由
に
、
利
用
登
録
駐
輪
場
を
廃
止

し
て
有
料
駐
輪
場
に
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
必
要
以
上
の
利
用
料
値
上
げ

だ
。
廃
止
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

　
　

駐
輪
場
利
用
者
の
料
金
負
担
の

公
平
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
す
べ
て

有
料
駐
輪
場
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

三
鷹
駅
北
口
駅
前
広
場
暫
定
整

備
事
業
は
、
バ
ス
と
一
般
車
の
ク
ロ

ス
は
ま
だ
解
決
し
て
お
ら
ず
、
少
し

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

一
番
大
事
に
し
て
い
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
問
題
と
交
番
前
で
の
歩
行

者
と
車
と
の
錯
綜
の
問
題
。
こ
の
解

消
を
大
前
提
と
す
る
と
、
結
果
は
及

第
点
と
考
え
て
い
る
。

　
　

改
定
し
た
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
記
述
の
あ
っ
た
高
さ
制
限
の
検

討
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　

平
成
二
十
三
年
度
中
に
基
本
方

針
を
示
し
、
都
市
計
画
審
議
会
や
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、

都
市
計
画
の
手
続
き
に
入
り
た
い
。

　
　

吉
祥
寺
の
共
同
荷
捌
き
の
場
の

取
り
組
み
が
開
始
し
て
半
年
経
過
し

た
が
、
現
時
点
で
の
成
果
や
課
題
は
。

　
　

一
割
程
度
の
荷
捌
き
車
両
を
減

少
で
き
た
が
、
参
加
し
て
い
な
い
個

人
配
送
業
者
が
多
い
こ
と
等
の
課
題

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

消
防
費

地
域
防
災
力
向
上
の

た
め
の
取
り
組
み
は

　
　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

の
取
り
組
み
は
。

　
　

三
月
十
一
日
の
地
域
で
の
経
験

を
踏
ま
え
、
来
年
度
、
地
域
防
災
計

画
の
改
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　

自
主
防
災
組
織
に
対
し
、
災
害

時
の
情
報
伝
達
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
行

う
必
要
が
あ
る
が
、
見
解
は
。

　
　

避
難
所
や
コ
ミ
セ
ン
等
へ
情
報

を
集
中
し
、
情
報
収
集
や
発
信
の
役

割
を
担
え
る
体
制
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

被
災
地
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

本
市
の
今
後
の
か
か
わ
り
を
伺
う
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
き

た
が
、
後
方
支
援
を
行
う
遠
野
市
な

ど
と
連
携
し
、
今
後
も
本
市
が
支
援

出
来
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

課
題
で
あ
る
女
性
消
防
団
員
の

募
集
に
つ
い
て
の
現
状
は
。

教
育
費

給
食
・
食
育
財
団
の

運
営
内
容
を
問
う

　
　

平
成
二
十
二
年
度
は
、
本
市
の

給
食
事
業
を
一
般
財
団
法
人
給
食
・

食
育
財
団
に
委
託
し
た
年
で
あ
る
。

財
団
運
営
の
評
価
と
課
題
は
何
か
。

　
　

意
思
決
定
機
関
に
専
門
家
が

入
っ
て
い
る
点
と
コ
ス
ト
の
低
減
が
利

点
と
考
え
る
。
市
の
給
食
の
技
術
的

蓄
積
の
継
承
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
一
時
避

難
所
と
し
て
の
小
中
学
校
の
体
制
は
。

　
　

休
日
・
夜
間
の
体
制
と
し
て
初

動
要
員
の
訓
練
は
行
っ
て
き
た
が
、

今
後
は
教
育
委
員
会
職
員
に
よ
る
平

日
の
災
害
発
生
時
の
避
難
所
設
営
訓

練
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

他
市
で
は
生
涯
学
習
を
市
長
部

局
に
移
す
動
き
も
あ
る
が
、
生
涯
学

習
計
画
が
始
ま
っ
た
本
市
の
生
涯
学

習
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　

今
後
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会

で
論
議
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
学
校
教
育
と

乗
り
入
れ
が
で
き
る
部
分
も
あ
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
あ
え
て
移
管
す
る

必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　

学
校
教
育
計
画
で
設
置
の
検
討

が
明
記
さ
れ
た
教
育
セ
ン
タ
ー
の
今

後
議
論
す
べ
き
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　

現
在
教
育
委
員
会
の
中
の
検
討

委
員
会
で
検
討
中
で
あ
る
。
ま
た
、

ハ
ー
ド
面
で
新
た
な
施
設
の
建
設
は

考
え
て
い
な
い
。

特
別
会
計

合
流
改
善
施
設
の

今
後
の
取
り
組
み
は

〈
下
水
道
事
業
会
計
〉

　
　

吉
祥
寺
東
町
の
合
流
改
善
施
設

に
つ
い
て
は
、
説
明
会
を
開
い
て
も

住
民
に
は
十
分
に
納
得
い
た
だ
け
な

か
っ
た
。
協
議
会
を
作
り
、
工
事
と

並
行
し
て
話
し
合
い
を
し
た
い
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

　
　

工
事
期
間
中
お
よ
び
設
置
後
の

問
題
に
対
し
て
協
議
に
応
じ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
組
織

を
提
案
し
た
。

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
〉

　
　

国
民
健
康
保
険
税
が
当
初
予
算

で
見
込
ん
だ
数
値
と
二
十
％
近
く
、

か
い
離
し
て
い
る
理
由
は
何
か
。

　
　

算
定
の
基
礎
を
見
込
ん
だ
際
の
、

納
税
者
数
の
過
大
な
見
込
み
お
よ
び

景
気
の
低
迷
な
ど
の
要
因
が
あ
る
。

〈
介
護
保
険
事
業
会
計
〉

　
　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
五
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
計
画
策
定
の
ポ

イ
ン
ト
は
何
か
を
伺
う
。

　
　

で
き
る
だ
け
在
宅
で
過
ご
せ
る

時
間
を
長
く
で
き
る
よ
う
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
と
考
え
る
。

水
道
事
業
会
計

井
戸
の
取
水
量 

減
少
の
原
因
は

　
　

井
戸
の
取
水
量
が
減
少
し
、
そ

の
分
、
東
京
都
か
ら
の
受
水
量
が
増

加
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

　
　

水
源
３
か
所
の
水
中
ポ
ン
プ
が

経
年
劣
化
の
た
め
緊
急
停
止
し
、
ポ

ン
プ
交
換
の
工
事
を
し
た
こ
と
、
各

水
源
の
経
年
劣
化
な
ど
で
約
五
万
六

千
ト
ン
の
減
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

監
査
意
見
書

〈
一
般
会
計
、
五
特
別
会
計
〉

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
書
及
び
付
属
書
類
は
、
法

令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

決
算
の
計
数
は
、
関
係
諸
帳
簿
及
び

証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り

は
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
に
伴
う
会
計
事
務

処
理
は
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
執

行
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
基
金
の
運

用
状
況
を
示
す
書
類
の
金
額
は
、
基

金
出
納
簿
及
び
証
書
類
と
符
合
し
、

計
数
は
正
確
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
、
施

策
の
優
先
度
や
緊
急
度
を
考
慮
し
、

徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
と
行

財
政
改
革
の
推
進
及
び
財
源
確
保
に

努
め
、
健
全
で
安
定
し
た
市
政
運
営

を
持
続
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、

地
方
公
営
企
業
法
そ
の
他
関
係
法
令

に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
計
数
は
正
確
で
、
関
係
諸
帳
簿
と

合
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
決
算
諸
表
は
、
水
道
事
業
の

経
営
成
績
及
び
財
政
状
況
を
適
正
に

表
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　
　
　

監
査
委
員　

藤
井　
　

泉

　
　
　
　
　
　
　

小
野　

正
二

決算特別委員会の審査風景

していただきたい。歳出は、第四期長期計
画・調整計画の着実な推進、行財政改革アク
ションプランの着実な実施などの観点から事
業を着実に遂行していると判断した。指摘し
たい点は、税金の使われ方について、透明性
を高めていく必要があるのではないかという
点である。今後の市政運営については、さら
にブラッシュアップした取り組みを要望す
る。

よ、自分たちで判断し、変わっていかなけれ
ばならない時代になった。
　邑上市政の現在の方向性には賛成する。決
算特別委員会の議論については、もう少し構
成を絞って行いたかった。また、庁内の議論
の雰囲気が、自由闊達までいかずとも、もう
少しオープンな議論となることを希望する。
何より、一番に変わらなければならないのは
議会だと思う。

える自治体の役割を今こそ発揮すべきであ
る。国保が大幅増税の世帯に対し、積極的な
負担軽減策を求めたい。都に対し分水料金
（都から購入する料金）の引き下げを求めて
交渉すべき等の改善点はあるが、個々の施策
では、緊急雇用対策、福祉施設拡充、乳幼児
健診の充実、平和施策懇談会の設置など、暮
らしを支え平和を発信する市政が大きく発展
したと評価する。

命である「市民の生命と財産を守る」ため
に、次年度の予算に反映されたい。「武蔵野
市公共施設白書」によると、本市の公共施設
の老朽化は確実に進んでいる。市長は確固た
るリーダーシップとスピード感を持ち、平成
22 年度決算の監査意見、決算質疑を十分精
査され、きたる平成 24 年度予算と、今後策
定される第五期長期計画に反映するよう要望
する。

し活発に展開すべき。児童手当に戻った子ど
も手当を市長は評価していたが異議を発信し
ないのか。旧・富士高原ファミリーロッジが
議会説明のないまま売却公告された。しかし
売却益の一部を青少年健全育成の目的を継承
する形で、子ども文化・スポーツ・体験活動
基金として創設されたことは評価する。地域
で活躍する青少年活動指導者の情熱にも応え
てほしい。

込みへの方策が必要と考える。歳出では、突
出した民生費を注視する必要がある。また、
公債費比率を見ると本市の財政は健全と評価
するが、近い将来の公共施設の更新は、市の
命運を左右する大事業であり、さらに特別会
計繰出金も多額であり、厳しい財政運営を想
定する必要がある。また、水道事業では安定
供給のため、東京都との一元化検討を要望す
る。

臨んだ。歳入の６割を市税収入が占める本市
で、近年その徴収率と歳入に占める割合がと
もに低下していることは看過できない。事務
事業・補助金の見直しに取り組んでいるにも
かかわらず、補助金総額は２億４千万円以上
増加した。協働型事業への転換等を図るべき。
　社会保障制度の見直しなど、今後の社会状
況の変化に柔軟に対応する財政の自立性を高
めるよう望む。
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インターネット議会中継ホームページに
アクセスする手順

インターネット議会中継をご覧いただけます
　現在、平成18年9月定例会以降の、本会議・決算特別委員会・予算特別委員会の模
様を録画でご覧いただけます。
　なお、録画は、生中継終了後3日程度（土・日・休日を除く）で、ご覧いただけます。

インターネット議会中継ホームページ

武蔵野市ホームページから
→  市議会  →  インターネット中継 の順にクリックしてください。

携帯電話版武蔵野市
ホームページの開き方

携帯電話版ホームページのお知らせ
　携帯電話で市議会からのお知らせをご覧いただけます。携帯電話版武蔵野市ホーム
ページを開き、「市議会のお知らせ」をクリックしてください。

http://www.city.musashino.lg.jp/m/

下記のURLを直接入力するか、
携帯電話でQRコード（2次元バーコード）を
読み取ってください。 平成 23 年 7 月 30 日、友好都市の長野県安曇野市で

「第 32 回あづみ野祭り」が開催され、本市議会の土
屋美恵子副議長が開会式に出席しました。

　第3回定例会では9月5日、6日、7日に、17名の議員から一般質問が行われました。
各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。
　詳しくは、11月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュニティ
センター、市役所の市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索

（第3回定例会分は11月29日登録予定）、インターネット議会中継（アクセス手順は
５面下部に掲載しています）でご覧いただけます。
※  一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に

対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

魅力ある市立小中学校
づくりに努めよ

小美濃安弘議員
	 武蔵野市独自の教材・教科を作成する

など、本市ならではの教育を実践すべきと
考えるが、見解を伺う。
	「子ども武蔵野市史」を易しくして、

発達段階に合わせ、小・中学生が文化・歴
史に触れる時間が必要と考えている。
	 学区域については、将来的には選択制

まで視野に入れているのか。
	 学校選択制導入の意思はない。
	 市が株主となっている武蔵野三鷹ケー

ブルテレビが回線契約解除の際、利用者か
ら手数料を徴収することについての見解は。
	 市からは、利用者へ誤解のないよう誠

意をもって対応するよう要請している。

高齢者医療の負担軽減を
本間まさよ議員

	 2012 年 4月から後期高齢者医療制度が
改定され、平均保険料が引き上げとなる試
算がある。国、関係機関に値上げをしない
よう意見書の提出を求めるべきではないか。
	 必要に応じて、国や東京都に対して、

要望・意見書の提出を考えていきたい。
	 75 歳以上の医療費について、一部医療

費の負担軽減を求めるが市長の見解を伺う。
	 年齢のみを基準として無料化や軽減す

ることは難しい。慎重を期すべきと考える。
	 保険外医療費の負担など、高齢者医療

費全般の詳細な実態調査を実施すべきでは。
	 高齢者が医療にどう関わっているのか

等、実態把握ができるよう研究したい。

武蔵野プレイスの 
活用について

西園寺みきこ議員
	 プレイスの帰宅困難者支援拠点として

の位置づけと地下駐車場の活用法を伺う。
	 災害時トイレ 10 基を設置した。今後

地域防災計画見直しの中で検討する。駐車
場等は、９月までの状況をみて検討する。
	 利用者懇談会について展望を伺う。
	 登録団体懇談会は 11 月、一般利用者

懇談会はその後に行う。市外利用者も含め、
青少年パフォーマンス発表会等を計画する。
	 ＮＰＯ活動促進基本計画とプレイスの

機能との関連について伺う。
	 プレイスの市民活動支援機能は、ＮＰ

Ｏや市民団体が活動することで「新しい公
共」概念の具現化を目指すものである。

来年度予算編成の 
基本方針について

山本あつし議員
	 来年の予算編成基本方針を、秋の時点

で示していただきたいが、市長の見解は。
	 予算の透明化は大切であり、提案方法

は議会と今後も意見交換をしていきたい。
	 地域において、高齢者のみならず若者

にまで孤立化が進んできているなど、社会
のつながりの弱体化を感じるが、いかがか。
	 単身世帯も参加しやすい、新たな地域

コミュニティづくりも必要と考えている。
	 エネルギーと環境政策の総合的検討を

進める体制づくりに対する市長の見解は。
	 環境市民会議の設置に加え、さらに多

様な市民参加のもと、さまざまな意見を吸
収する仕組みを考えたい。

学校図書館の今後について
川名ゆうじ議員

	 学校図書館に新たなシステムを導入す
るだけではなく、機能を発揮するためには
人材が重要と考えるが、市の見解を伺う。
	 司書の役割を果たす図書館サポーター

の時間数をふやすことを検討し、システム
更改後は機能を十分に活用するため、操作
研修などの研修機能を強化していきたい。
	 市民会館をより有効に活用するために、

社会教育主事を配置すべきではないか。
	 市民会館の中心事業は市民の自主的な

学習の場の提供であり、社会教育主事によ
る助言が必ずしも必要ではないと考える。
　このほか、学童クラブの土曜開所につい
ての質問がありました。

エネルギー対策の 
展望について

落合勝利議員
	 本市の新エネルギー利用の目標を伺う。
	 武蔵野市で考えられる再生エネルギー

の基本は太陽光エネルギーだと考える。太
陽光発電のさまざまな啓発をすすめ、環境
基本計画の中でも構築していきたい。
	 スマートグリッド導入の課題は。
	 スマートグリッドは再生エネルギー源

を組み込んだ場合に極めて大切だと認識し
ている。今後の動向を見守っていきたい。
	 元気な高齢者の健康増進や介護予防に

ボランティアポイント制度を導入しては。
	 ボランティアの理念を明確にした上で、

地域通貨の取り組みも含めて、推進するた
めの支援制度が必要と考える。

武蔵境駅周辺の 
まちづくりについて

深沢達也議員
	 武蔵境駅周辺のオリジナリティーを歴

史と風土の視点からどうとらえているか。
	 歴史的資源や緑豊かな環境、各種施設

等の生活しやすい要素がコンパクトに集
まった地域であるとともに、大学のある
若々しいまちでもあると考える。
	 由来や歴史ある境の貴重な資源を今後

のまちづくりの中に、どう位置付けるのか。
	 うるおい、ふれあい、にぎわいという

境のまちづくりのテーマに含まれている。
	 桜橋から境橋付近までを、文化の芳香

ある道として一体的に整備してはどうか。
	 周辺施設と連携しつつ、玉川上水を最

大限生かしたまちづくりに取り組む。

子ども家庭支援センターの 
今後を問う

斉藤シンイチ議員
	 子ども家庭支援センターへの相談の増

加に対し、専門的な人材を登用できないか。
	 保育士、社会福祉士、精神保健福祉士、

臨床発達心理士など専門的資格を持つ人材
を任用し、虐待等の相談に対応している。
	 福祉制度のはざまにいる生活困難者な

どが社会にかかわる仕掛けについて伺う。
	 地域包括支援センター等で制度の対象

とならない方の相談を受けている。若者の
支援では、引きこもりサポート事業がある。
	 こころのバリアフリー啓発事業につい

て、福祉団体への呼びかけはしているか。
	 現在、南町福祉の会と境南福祉の会で

の実施に向けた具体的な調整をしている。

Ｙデーを回避せよ。 
進化する自治体経営を問う

深田貴美子議員
	 公共施設白書完成を受け、今後の市の

自治体不動産活用の認識を問う。
	 ＰＲＥの視点で、民間活力の導入も含

め、自治体不動産の活用を図っていく。
	 市有地の評価と台帳整備が必要では。
	 土地の時価評価については、今後研究

したい。
	 動物の薬剤搬送のサプライチェーンを

可能とする獣医師会との災害協定の進捗は。
	 協定を締結し、ペットの防災対策、避

難所開設の対策を考える。
	「境こども園」設立での教育委員会の

かかわりを問う。
	 教育課程づくりで、協力していく。

放射能汚染について
しばみのる議員

	 原発事故の放射性物質の拡散による、
低線量被曝の危険性についての認識を伺う。
	 市内の平均的な空間放射線量の測定値

からみれば、現時点では、大きな影響はな
いものと認識している。
	 外部被曝より死亡率が何十倍にもなる

内部被曝の危険性について、市長の見解は。
	 最新のさまざまな知見や情報の入手に

努めながら、適切な対応を行っていきたい。
	 市において、家庭菜園野菜や母乳をは

じめ、検査機会のない食材の放射線量の検
査を行う体制が必要ではないか。
	 専門的な分析は専門機関に委託し、今

後の状況を見定め、対応方法を検討したい。

ごみの減量等について
市の見解を問う

木﨑剛議員
	 食用廃油回収の回数、場所が、平成 20

年以前と現在で違ってきているが、なぜか。
	 回収量が減少してきたことから 48 回

から 30 回の回収にし、人件費等の効率化
をしたものである。
	 食用廃油回収には１リットル当たり

60 円を支払っているが、買い取りをする
業者もある。また、バイオディーゼルとし
ての活用も検討をするべきではないか。
	 民間業者の協力も考えるべき時期に来

たと思っている。環境的にも大切な観点な
ので今後、よく研究したい。
　このほか、情報発信や武蔵野プレイス、
シルバーパスについての質問がありました。

終の住みかと支えあいの 
コミュニティを

内山さとこ議員
	 公共性が高く安心できる住居を求める

高齢者が多いが、①さまざまな社会資源・
人材を連携させ、きめ細かな課題解決を図
る体制を整備する考えは②持続可能なコ
ミュニティづくりのため、公共性の高い住
宅や公共施設等を一体整備すべきでは③ 24
時間体制の施設がない市中央部に、公的財
産を活用したケア付き住宅やアウトリーチ
機能を持つ福祉拠点を整備すべきでは。
	 ①人材育成等は市の役割であり、全市

的な地域支援のネットワークを作りたい②
民間が複合的な施設整備を行う際は市とし
ても支援したい③当面現体制を継続するが
今後については地域福祉計画等で議論する。

防災拠点として学校の 
バリアフリー化を

田辺あき子議員
	 震災を受け、避難所となる学校につい

て、①障害者や要介護者の受け入れ体制の
整備②エレベーター設置等のバリアフリー
化を至急行うべきと考えるが、見解を伺う。
	 ①大きな課題であり、避難所の運営組

織とも議論し、必要な対応を取りたい②さ
まざまな改修の機会等にあわせて整備する。	
	 罹災証明の迅速な発行等を行う被災者

支援システムを導入すべきだ。市の見解は。
	 極めて有効だ。導入に向け検討する。
	 グループ保育事業への保育助成金の適

用を求めるが、市の見解は。
	 他のさまざまな助成金との整合性を考

えながら今後検討したい。

食品・土壌・落ち葉など 
市独自の放射能測定の強化を

山本ひとみ議員
	 給食食材の放射能測定について①食材

使用前に検査結果を公表すべきではないか。
独自の検査機械で対応すれば、すぐ結果が
出る②検査品目を多くすべきではないか。
	 ①測定は専門機関に委ねるのが基本的

な考えだが、件数が増えれば、費用対効果
などの課題があるため、慎重に検討したい
②これまでの生鮮食材の他、米、肉、果物
なども対象としたい。
	 災害時にペットを避難所に連れて行く

ことに関する説明とペットの救護体制は。
	 同行避難は推奨していないが、大きな

課題であり今後具体的な対策を検討したい。

介護保険等について
橋本しげき議員

	 介護保険について、①法改正により新
設される介護予防・日常生活支援事業は
サービスの切り下げにつながるのではない
か②介護給付費準備基金を活用して保険料
を値上げしないことを求める③介護保険利
用料５％助成制度は継続すべきではないか。
	 ①現時点で事業導入の考えはない②剰

余額がある場合は、次期計画期間に繰り入
れて保険料上昇の抑制に充てたい③事業の
効果は認識しており、健康福祉総合計画策
定委員会の議論などを踏まえて判断する。
　このほか、利用登録駐輪場制度の廃止と
有料駐輪場制度の開設についての質問があ
りました。

新たな「スポーツ基本法」をうけて、
地域のスポーツ環境の一層の充実を

桑津昇太郎議員
	 ３駅圏のスポーツ施設の配置・拡充を

積極的に実現すべきと考えるがいかがか。
	 実現に向けて、地域全体の市有地の活

用とあわせて、前向きに検討したい。
	 地域スポーツを都市観光推進の手段と

すべきと考えるが、市長の見解を伺う。
	 イベント等で商店街を競技場に変える

など、さまざまな事例を参考に検討したい。
	 総合体育館等について、安心して利用

できる維持管理が必要であるが、今後の改
修計画について教育長の見解を伺う。
	 総合体育館の設備は、大型設備類の経

年劣化が進行しており、中長期総合的な改
修計画を検討する必要があると考える。

スリムな行政の実現と、必要とされる 
市民サービスの充実に向けて

蔵野恵美子議員

	「小さな政府」を目指していくのかど
うか、市長の見解と市での取り組みを伺う。
	 組織や機構の見直し、職員定数適正化

等に取り組んできた。今後も行財政改革を
進めながらむだのない市政運営を行いたい。
	 節電と市民サービスの拡大を目的とし

た市役所窓口の土曜日の開庁について伺う。
	 今後土日の対応についてよく検討する。
	 学童クラブの土曜開所試行と、開所時

間延長の可能性について伺う。
	 土曜開所は、今後開催される小学生の

放課後施策推進協議会において検討する。
閉所時間は、児童の帰宅の安全を考慮し、
判断している。

地震（東日本大震災）のために本会議場の一部が損壊しましたが、改修工事が終わり、
今定例会から通常どおり使用することができました。天井を全面改修し、耐震性能を高
めるとともに、照明器具は吊り型から埋め込み型へ改修しました。また、メンテナンス
や省エネルギーに考慮し、LED を使用しています。

平成 23 年８月 22 日～ 28 日、東京都特別区・市・町村議
会議長会友好代表団の団員として、きくち太郎議長が北京
市等を訪問しました。これは、特別区議会議長会、東京都
市議会議長会及び東京都町村議会議長会の共同事業とし
て、友好代表団の派遣と受入を毎年交互に実施しているも
ので、視察や北京市区・県人民代表大会との交流が行わ
れました。

改修後本会議場
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政
府
等
へ
の

意
見
書

陳
情 

審
議
結
果

全員
協議会

議案審議結果（議決）一覧

議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。
TEL　0422-60-1883　　FAX　0422-55-7555
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

議　  会
事 務 局

●武蔵野市平和の日条例  ………………………………………………… 可決（全会一致）
※�「武蔵野市平和施策懇談会」の提言を受け、戦争犠牲者に哀悼の意を表し、武蔵野市
民として平和の大切さを改めて考えることを目的として制定するもの。

●武蔵野市市税条例等の一部を改正する条例  ………………………… 可決（全会一致）
※�現下の厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して税制の整備を図るための地方税法等の
一部を改正する法律の施行等に伴い、所要の改正をするもの。

●武蔵野市学童クラブ条例の一部を改正する条例  …………………… 可決（全会一致）
※�本宿こどもクラブの学校内移転に伴い、所要の改正をするもの。

●武蔵野市下水道条例の一部を改正する条例  ………………………… 可決（全会一致）
※�排水設備工事責任技術者登録の広域化に伴い、所要の改正をするもの。

●武蔵野市奨学金支給条例の一部を改正する条例  …………………… 可決（全会一致）
※�奨学金の支給対象となる学校に高等専門学校等を加えるなど、所要の改正をするもの。

●武蔵野市庁舎衛生配管更新及びトイレ改良等工事請負契約  ……… 可決（全会一致）
※�市庁舎トイレ、給湯室等の配管工事。４億 2,840 万円。

●平成 23 年度武蔵野市一般会計補正予算（第２回） ………………… 可決（全会一致）
●平成 23 年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第１回） ……… 可決（全会一致）
●物損事故に係る損害賠償の額の確定及び和解について（二件） …… 可決（全会一致）
※武蔵野市の施設の敷地内において桜の木の枝が折れ、駐車中の車２台に接触した物損
事故に係る損害賠償の額の確定及び和解をするため、提案するもの。

●平成 22 年度武蔵野市決算の認定について …………………………… 認定（全会一致）
●平成 22 年度武蔵野市水道事業会計決算の認定について …………… 認定（全会一致）
●武蔵野市長期計画条例
※�長期計画の位置づけ、基本理念等の議決等を条例化するもの。
※�総務委員会で審議されましたが、継続審議となりました。

●武蔵野市環境基本条例の一部を改正する条例
※�厚生委員会で継続審議となりました。

●武蔵野市まちづくり条例の一部を改正する条例
※�建設委員会で継続審議となりました。

【諮問（３件）】
●人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて… 異議なし（全会一致）
※�人権擁護委員、河北祐子氏の任期満了に伴い、再度候補者として推薦することについ
て議会の意見を求めるもの。

●人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて… 異議なし（全会一致）
※�人権擁護委員、吉安晶子氏の任期満了に伴い、再度候補者として推薦することについ
て議会の意見を求めるもの。

●人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて… 異議なし（全会一致）
※�人権擁護委員のうち、任期満了となる委員の後任として、西上原節子氏を候補者とし
て推薦することについて議会の意見を求めるもの。

【議員提出議案（２件）】
●地方消費者行政に対する国の実効的支援を求める意見書  ………… 可決（全会一致）
●私立小・中学校就学者に対する教育費助成に関する意見書  ……… 可決（全会一致）

地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の 

実
効
的
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

現
在
、
国
に
よ
る
地
方
消
費
者
行
政
の

充
実
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で

地
域
主
権
改
革
の
議
論
が
進
む
中
で
、
地

方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の
役
割
・
責

任
が
不
明
確
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

も
と
よ
り
地
方
自
治
体
が
独
自
の
工

夫
・
努
力
に
よ
っ
て
消
費
者
行
政
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
消
費
者
行
政
を
推
進
す
る
中
央
官
庁
が

存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
消
費
者

行
政
に
対
す
る
地
方
自
治
体
の
意
識
や
体

制
に
は
余
り
に
も
格
差
が
あ
る
。
加
え

て
、
地
方
自
治
体
が
担
っ
て
い
る
消
費
者

行
政
の
業
務
の
中
に
は
、
相
談
情
報
を
国

に
集
約
す
る
パ
イ
オ
・
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

ヘ
の
入
力
作
業
や
、
違
法
業
者
に
対
す
る

行
政
処
分
等
、
国
全
体
の
利
益
の
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す

る
。
現
在
、
国
か
ら
の
支
援
と
し
て
、
地

方
消
費
者
行
政
活
性
化
交
付
金
、
住
民
生

活
に
光
を
注
ぐ
交
付
金
が
存
在
す
る
が
、

い
ず
れ
も
期
間
限
定
の
支
援
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
相
談
員
や
正
規
職
員
の
増
員
に

よ
る
人
的
体
制
強
化
等
継
続
的
な
経
費
へ

の
活
用
に
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
国
は
地
方
消
費
者
行
政

充
実
の
た
め
に
継
続
的
か
つ
実
効
的
な
財

政
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
国
は
、
小
規
模
な
市
町
村

が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
消
費
者
行
政
の
強
化

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
都
道
府
県

と
市
町
村
と
が
広
域
的
に
連
携
す
る
取
り

組
み
例
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
方
自
治
体

に
と
っ
て
取
り
組
み
や
す
い
制
度
設
計
を

具
体
的
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
現
場

で
担
っ
て
い
る
消
費
生
活
相
談
員
の
地

位
・
待
遇
も
、
期
限
つ
き
の
非
常
勤
職
員

の
扱
い
が
大
半
で
あ
り
、
そ
の
地
位
の
安

定
と
専
門
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
待
遇
も
、

消
費
生
活
相
談
業
務
の
専
門
性
に
見
合
っ

た
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。
住
民
が
安
心

し
て
相
談
で
き
る
消
費
生
活
相
談
窓
口
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
消
費
生
活
相
談
員

の
専
門
性
の
向
上
と
と
も
に
、
そ
の
地
位

の
安
定
、
待
遇
の
改
善
に
向
け
た
制
度
の

整
備
も
重
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、
国
に
対

し
、
地
方
消
費
者
行
政
の
支
援
の
た
め
、

左
記
事
項
を
強
く
要
請
す
る
。

一
、
国
は
、
地
方
自
治
体
の
消
費
者
行
政
の

充
実
に
確
実
に
つ
な
が
る
よ
う
、
地
方
消
費

者
行
政
活
性
化
基
金
等
の
延
長
も
視
野
に

■
採
択

	

・	

地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の
実
効
的
支
援
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

	

・	

境
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
建
築
計
画
に
お
け
る
境
幼
稚
園
の

園
庭
規
模
と
幼
児
教
育
環
境
の
確
保
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

	

・	

武
蔵
野
市
内
在
住
の
私
立
小
・
中
学
校
就
学
者
に
対
す

る
教
育
費
助
成
に
関
す
る
陳
情

■
意
見
付
き
採
択

	

・	

ム
ー
バ
ス
吉
祥
寺
北
西
循
環
（
二
号
路
線
）
運
行
時
間

延
長
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

　
（
意
見
）
陳
情
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
に
努
力
さ
れ
た
い
。

■
不
採
択

	

・	

Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
北
口
を
三
鷹
駅
武
蔵
野
口
に
改
名
す
る
こ

と
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

	

・	

委
員
会
中
に
当
該
議
員
が
外
部
の
議
員
と
メ
ー
ル
で
の

送
受
信
を
可
能
と
す
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
導
入
の
正
否
を
決

め
る
検
証
の
情
報
公
開
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

■
継
続

	

・	

す
べ
て
の
原
発
の
廃
止
に
つ
い
て
の
国
へ
の
意
見
書
提

出
に
関
す
る
陳
情
（
新
規
）

	

・	

放
射
能
被
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
ヨ
ー
ド
剤
の

行
政
報
告

会派名簿
　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグループで、今後の議会活動の
一つの基盤となります。
※ 氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。議員の連絡先は、

わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

自由民主クラブ� ☎60-1884
きくち　太　郎　　　木　﨑　　　剛
島　崎　義　司　　　近　藤　和　義
石　井　一　徳

むさしの未来� ☎60-1889
西園寺　みきこ　　　前　田　秀　樹
深　田　貴美子　　　小美濃　安　弘

民主党・無所属クラブ� ☎ 60-1887
ひがし　まり子　　　深　沢　達　也
内　山　さとこ　　　川　名　ゆうじ

市議会�市民クラブ� ☎ 60-1885
与　座　　　武　　　土　屋　美恵子
桑　津　昇太郎

市議会公明党� ☎60-1886

田　辺　あき子　　　小　野　正　二
落　合　勝　利

日本共産党武蔵野市議団�☎ 60-1888
橋　本　しげき　　　し　ば　みのる
本　間　まさよ

市民の党� ☎60-1890
山　本　ひとみ　　　斉 藤 シンイチ
山　本　あつし

会派に属さない議員� ☎ 60-1909
蔵　野　恵美子

備
蓄
に
関
す
る
陳
情
（
新
規
）

	

・	

す
べ
て
の
原
発
の
廃
止
及
び
送
電
と
発
電
の
分
離
に
つ

い
て
国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
（
新
規
）

	

・	「
す
べ
て
の
原
発
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」
を
国
に

提
出
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
（
新
規
）

	

・	

す
べ
て
の
原
発
を
速
や
か
に
停
止
し
、
廃
止
す
る
こ
と

に
関
す
る
陳
情
（
新
規
）

	

・	

国
に
対
し
、
原
発
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
陳
情
（
新
規
）

	

・	

す
べ
て
の
原
発
の
廃
止
に
つ
い
て
国
へ
の
意
見
書
提
出

に
関
す
る
陳
情
（
新
規
）

	

・	

す
べ
て
の
原
発
廃
止
に
つ
い
て
国
へ
の
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情
（
新
規
）

	

・
浜
岡
原
発
の
廃
止
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

	

・	

す
べ
て
の
原
発
の
廃
止
に
つ
い
て
国
へ
の
意
見
書
提	

出
に
関
す
る
陳
情

	

・	

す
べ
て
の
原
発
を
即
刻
停
止
し
廃
止
を
求
め
る
こ
と
に

関
す
る
陳
情

■
取
り
下
げ

	

・	

三
鷹
駅
北
口
駅
前
広
場
交
通
機
能
改
善
に
つ
い
て
の
市

の
提
案
に
反
対
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

以下のとおり、全員協議会が開催されました。
ホームページの会議録の掲載について、速報版は 11月７日
から、正式な会議録は 12月６日から掲載する予定です。
⃝武蔵野市第五期長期計画（計画案）について（10月5日）

●内　　容：	 武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定できる場合は、ご本人の了承を得てください）。	 	
	 応募者自身が撮影した、未発表のオリジナル作品（カラー）に限ります。
●規　　格：	 ①紙焼きの場合
	 ・サイズ　六つ切り

●審　　査：	 議会広報委員会が審査します。
●発　　表：	 	採用された作品は、2月1日発行の市議会だよりに掲載します（賞品等はありませんのでご了

承ください）。
●著 作 権：	 	作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、市議会だより掲載後6か月間、他媒体での

発表等をご遠慮いただくことを、作品採用の条件といたします。
●期　　限：	 1月10日（火）当日消印有効
●応募方法：	 	撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年月日・撮影場所・作品名・作品に関するコメント（100字程度）

を明記の上、下記あて先までご応募ください（作品は返却いたしません。なお、今回採用されなかった
場合、次号以降の市議会だよりの1面写真に使用させていただく場合があります）。

●あ て 先：	 〒180-8777　武蔵野市緑町2-2-28	 武蔵野市議会事務局　市議会だより係
	 デジタルデータの場合はメールで　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp　まで
	 （CD-R等、各種メディアでの送付はご遠慮ください）
●問い合わせ：	 ℡	0422-60-1883

１面写真募集要領〈次回の締め切り1月10日〉 （
※
）
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

入
れ
つ
つ
、
一
定
の
幅
を
持
た
せ
な
が
ら
も

使
途
を
消
費
者
行
政
と
明
示
し
た
継
続
的

か
つ
実
効
的
な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

二
、
す
べ
て
の
地
方
自
治
体
が
身
近
で
専

門
性
の
高
い
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
消
費

者
に
提
供
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
は
、

あ
る
べ
き
相
談
窓
口
の
姿
に
つ
い
て
一
定
の

目
安
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
単

独
で
実
現
す
る
こ
と
が
困
難
な
小
規
模
自

治
体
も
多
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
都
道

府
県
と
市
町
村
と
が
広
域
的
に
連
携
し
て

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
方
策
な
ど
、
地
方

自
治
体
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
制
度
枠

組
み
を
提
示
す
る
こ
と
。 

三
、
消
費
者
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
消

費
生
活
相
談
窓
口
の
充
実
・
強
化
を
図
る

た
め
、
相
談
を
担
う
専
門
家
で
あ
る
消
費

生
活
相
談
員
を
含
め
、
常
勤
は
も
ち
ろ
ん

非
常
勤
の
立
場
で
あ
っ
て
も
、
専
門
性
に
見

合
っ
た
待
遇
の
も
と
で
安
定
し
て
勤
務
で
き

る
専
門
職
任
用
制
度
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

（
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
・
総

務
・
財
務
・
消
費
者
及
び
食
品
安
全
担
当

大
臣
あ
て
）

私
立
小
・
中
学
校
就
学
者
に
対
す
る

教
育
費
助
成
に
関
す
る
意
見
書

　

国
民
の
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利

は
憲
法
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
児
童

生
徒
は
、
自
分
の
個
性
に
合
っ
た
学
校
を
選

び
、
学
習
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
現
代

は
、
国
際
化
と
価
値
基
準
の
多
様
化
が
進

み
、
次
の
世
代
を
担
う
児
童
生
徒
に
は
個

性
を
伸
ば
す
た
め
の
教
育
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
学
の
精

神
に
沿
い
、
独
自
の
教
育
を
展
開
し
て
い
る

私
立
学
校
が
、
こ
う
し
た
意
味
で
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由

か
ら
一
般
の
公
立
学
校
に
入
り
が
た
い
児
童

生
徒
も
お
り
ま
す
。
身
体
的
・
知
的
な
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
か
ら
、
よ
り
き
め
細
か
な
教

育
を
望
む
場
合
に
も
、
私
立
学
校
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
経
済
は
い
ま
だ

低
迷
を
続
け
、
私
立
小
・
中
学
校
に
就
学

さ
せ
て
い
る
保
護
者
に
と
っ
て
の
学
費
負
担

は
著
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
の
も

と
の
平
等
の
原
則
か
ら
も
、
児
童
生
徒
に

十
分
な
教
育
を
受
け
さ
せ
る
意
味
か
ら
も
、

教
育
費
助
成
の
重
要
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
上
記
の
実
情

を
御
考
察
さ
れ
、
私
立
小
・
中
学
校
就
学

者
に
対
す
る
教
育
費
の
助
成
措
置
を
講
じ

ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

（
内
閣
総
理
・
総
務
・
財
務
・
文
部
科
学

大
臣
、
東
京
都
知
事
あ
て
）

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
日
、
本
会
議
で
左
記

の
事
項
に
つ
い
て
の
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

⃝ 

三
鷹
駅
北
口
駅
前
広
場
の
暫
定
整
備
に

つ
い
て
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